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子どもたちを育てる４つの柱と具体的な全校での取組 ①②③は学校目標との関連 

１ 工夫ある 楽しい授業づくりに挑戦します① 

・３つの学校目標の子どもたちの姿を育てる生活科・総合的な学習の時間、特別活動の授業を進めます。 

・４年生からのゆるやかな交換授業を進めます。 

 たくさんの教職員がかかわり子どもたちの土台となる学力を育てていきます。 

・分からないが言える授業を進めます。学びの土台づくりとして個別指導・ＴＴ指導を進めます。 

 

２ 学校という「社会」の土台として、わかりやすい小杉小学校の約束をみんなで守ります③ 

・違いを認め、力を合わせるために、まず、基本的なルールをみんなで守る学校づくりを進めます。 

・筆箱と鉛筆の約束を守り、よい姿勢をこころがけ学習します。 

・給食、清掃のやり方をそろえ、安全のため登校下校時間を守ります。 

 

３ 一人ひとりの違い、人権を守る教育を大切にします② 

・人の多様性を知り、考え、ともに生活する学校の環境づくりを進めます。 

学習室、図書室、グローバルルーム、少人数指導教室等の工夫した教室環境づくりを進めます。   

・ＳＮＳなどの情報モラル教育や全校人権尊重教育（土曜参観）の取組を継続して行います。 

 

４ 人と人がつながる温かな環境づくりのため、保護者、地域とのつながりを大切にします。①②③ 

・授業参観、学校行事等におけるスマイルアンケートや保護者座談会などを行い、保護者の意見や視 

点を大切に小杉小学校らしい「社会に開かれた教育課程」を進めます。 

・ボランティア制による、負担が少なく保護者と保護者がつながるＰＴＡ活動を通して、子どもたち   

の登下校の安全の確保、教育活動の充実を進めます。 

教育理念  豊かに生きる 

小杉小学校の子どもたちが、夢や希望をもち、生きがいのある人生を歩み、豊かに生きてほしいと願っ

ています。また、子どもたちはもとより、教職員や保護者、地域の方々が、子どもたちの未来やわたし

たちのまち小杉について、夢や希望を語り合い、毎日の生活を豊かに生きていきたいと願っています。

学校目標 

①自ら学び 自分を振り返る子  

②違いを認め 力を合わせる子 

③役割を担い 学校をつくる子 

人と人がつながる 温かな環境  PERSONAL TOUCH （人の温かさ） 

小杉小学校では、一人ひとりの将来の社会的自立に向け、必要な能力や態度を育むキャリア在り方生き

方教育を推進していきます。子どもたちの社会的自立や共生・協働の精神を培う３つの視点「自分をつ

くる」「ともに学ぶ」「わたしたちの小杉」から学校目標として、めざす子どもの姿を掲げ、学校教育活

動全体で進めていきます。   


